
 

「川内原子力発電所３号機増設計画に係る環境影響評価方法書」の概要について 

    
当社は，エネルギーセキュリティの確保やＣＯ２排出削減等の観点から，また今後の電力需要の増加に対して電力の安定供給確保を図るため，原子力発電所の開発を２０１０年代後半に目指しています。 

      今回，川内原子力発電所３号機を増設した場合の，環境への影響を評価するための調査・予測・評価の手法を記載した「環境影響評価方法書」を作成しました。 

 

環境影響評価とは 

○ 環境影響評価とは，環境に影響を及ぼすおそれがある事業

について，あらかじめその事業の環境への影響を調査・予

測・評価し，その結果に基づき適正な環境配慮について検

討を行うものです。 

１ 方法書の構成 

第１章   事業者の名称，代表者の氏名及び主たる事務所の所在地

第２章   対象事業の目的及び内容 

第３章   対象事業実施区域及びその周囲の概況 

第４章   対象事業に係る環境影響評価の項目並びに調査，予測 

及び評価の手法 

影 響 要 因 環 境 要 素 

工事用資材等の搬出入 大気質，騒音・振動，人と自然との触れ合いの活動の場 

建設機械の稼動 大気質，騒音・振動，水質，底質 工 事 中

造成等の施工による一時的な影響 水質，産業廃棄物，残土 

地形の改変及び施設の存在 
流向・流速，陸域地形・海岸地形，動物，植物，生態系，

景観，人と自然との触れ合いの活動の場 

排 水 水質 

温排水 水温，付着生物防止剤，流向・流速，動物，植物 施設の稼動 

機械等の稼動 騒音・振動 

資材等の搬出入 大気質，騒音・振動，人と自然との触れ合いの活動の場 

運転開始後

廃棄物の発生 産業廃棄物 

４ 環境影響評価項目の選定 

【参考】環境影響評価の手続き 

○ 方法書の確定に当たっては，環境保全の適正な配慮を確保する観点から，住民の方々等のご意見や

市町村長・県知事のご意見を勘案して，経済産業大臣による審査が行われます。 

３ 対象事業実施区域及びその周囲の概況 

○ 対象事業実施区域及びその周辺の自然的状況及び社会的状況について，環境影響を受けるおそれが

あると考えられる範囲を対象に，文献・資料等により概況を把握しました。 

（１）自然的状況：大気環境，水環境，土壌・地形，動植物，景観等 

（２）社会的状況：人口，産業，河川・海域の利用，交通，学校・病院等の配置等 

２ 対象事業の内容 

○ 事業特性（原子力発電所）及び地域特性（自然的状況・社会的状況）を踏まえて，選定しました。

対象事業実施区域 薩摩川内市久見崎町及び寄田町（敷地面積：約２００万ｍ２） 

原動力の種類 ／ 出力 原子力 ／ １５０万ｋＷ級 

原子炉型式 軽水減速・軽水冷却・加圧水型 

復水器の冷却水（海水） 取水方式：深層取水 ／ 放水方式：水中放水  

プラント用水（淡水） 海水淡水化装置を使用 

 

対象事業実施区域 

○ 開発目標：２０１０年代後半 

 
住民の方々 国 事業者 自治体 

現況調査・予測・評価

準 備 書 

評 価 書 

意見のとりまとめ 

方法書の審査 県知事 市町村長 

方法書の作成 
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